
開
会
挨
拶
で
宇
都
宮
健
児
市
民

連
合
共
同
代
表
は
「
６
月
20
日
に

実
施
さ
れ
た
杉
並
区
長
選
挙
で
１

８
７
票
の
僅
差
で
誕
生
し
た
岸
本

区
長
は
、
同
区
で
は
初
の
女
性
区

長
で
、
市
民
運
動
と
立
憲
野
党
と

の
共
同
の
運
動
が
生
み
出
し
た
区

長
で
す
。
市
民
が
生
み
出
し
、
市

民
が
支
え
る
区
政
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
江
東
区
も
続
き
ま
し
ょ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

政
党
の
来
賓
と
し
て
日
本
共
産

党
の
小
堤
江
東
地
区
委
員
長
と
立

憲
民
主
党
の
甚
野
区
議
が
挨
拶
。

小
堤
委
員
長
か
ら
は
「
共
産
党

は
国
民
と
の
共
同
を
貫
い
て
き
ま

し
た
。
特
に
戦
後
は
、
革
新
自
治

体
誕
生
、
80
年
代
の
共
産
党
を
除

く
と
い
う
時
代
は
あ
り
ま
し
た
が
、

統
一
戦
線
で
政
治
を
変
え
る
取
り

組
み
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。

脱
原
発
や
安
保
法
制
反
対
な
ど

の
共
闘
、
２
０
１
６
年
以
降
の
市

民
と
野
党
の
共
闘
へ
と
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
方
向
こ
そ
区
政

を
変
え
る
方
向
だ
」
と
の
連
帯
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

第
１
部
の
総
会
で
は
、
岡
田
事

務
局
長
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

反
対
、
憲
法
改
悪
許
さ
な
い
運
動
、

国
葬
撤
回
を
求
め
る
運
動
、
参
議

院
選
挙
で
の
市
民
と
野
党
の
共
同

の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

第
６
年
次
活
動
方
針
と
し
て
、
来

年
４
月
に
迎
え
る
区
長
選
挙
で
は

「
『
市
民
型
選
挙
』
で
、
江
東
区

政
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
古
今
亭
菊
千
代
共

同
代
表
の
「
国
策
落
語
と
禁
演
落

語
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
右
崎
正
博
共
同

代
表
も
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
）

11
月
８
日
に
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
区
民
に
よ
り
そ
う
江
東
区
長

を
誕
生
さ
せ
る
会
」
設
立
集
会
が

開
か
れ
ま
す
。

江
東
区
政
と
江
東
区
議
会
を
め

ぐ
る
三
つ
の
事
件
、
➀
自
民
党
榎

本
雄
一
区
議
会
議
員
（
元
議
長
、

既
に
逮
捕
起
訴
、
議
員
辞
職
済
）

の
「
あ
っ
せ
ん
収
賄
」
事
件
、
②

９
月
20
日
江
東
区
議
会
本
会
議
で
、

自
民
党
星
野
博
議
員
に
よ
っ
て
実

行
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
へ

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
「
東
京
都

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
攻

撃
」
発
言
、
③
「
や
る
つ
も
り
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
言
を
翻
し
た
山
﨑
江

東
区
政
に
よ
る
国
葬
当
日
の
半
旗

掲
揚
の
強
行
を
紹
介
し
な
が
ら
、

宇
都
宮
健
児
弁
護
士
を
先
頭
に
プ

ラ
ス
タ
ー
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
８
日
、
産
業
会
館
で
民
青

同
盟
が
主
催
し
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」

が
取
り
組

ま
れ
ま
し

た
。開

場
前

か
ら
食
料

を
求
め
て

行
列
が
で

き
約
１
４

０
人
が
参

加
。
「
ア

ン
ケ
ー
ト
」

コ
ー
ナ
ー
に
は
16
人
か
ら
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
飲
食
業
で
お
客
も
減
り
、
閉

店
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
「
年
金

支
給
ま
で
生
活
が
も
つ
か
心
配
」

「
パ
ー
ト
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
保
障

が
な
く
休
み
だ
っ
た
」
「
国
葬
は

必
要
だ
っ
た
の
か
？
税
金
の
使
い

道
を
考
え
て
欲
し
い
」
と
怒
り
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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10
月
末
に
は
冷
え
込
み

が
厳
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
心
配
で
す

▼
久
し
振
り
に
国
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
岸
田
政
権

は
１
年
目
に
し
て
支
持
率
が
27
・
.

４
％
（
時
事
通
信
）
な
ど
、
急
落
。

国
民
の
声
を
聞
く
こ
と
な
く
、

「
ア
ベ
政
治
」
を
賞
賛
し
、
在
任

中
に
改
憲
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

本
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
▼

生
活
を
直
撃
す
る
物
価
高
を
招
く

円
安
は
、
３
年
前
よ
り
40
円
も
進

み
ま
し
た
が
、
岸
田
首
相
は
「
円

安
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
」
と
し
て

消
費
税
減
税
の
要
求
を
拒
ん
で
い

ま
す
。
因
み
に
、
ト
ヨ
タ
は
１
円

安
で
４
０
０
億
円
儲
け
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
働
く
日
本

人
の
賃
金
も
２
～
３
倍
！
▼
新
自

由
主
義
に
よ
る
年
金
や
医
療
・
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
削
減
も
目
白

押
し
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に

は
、
２
割
負
担
の
保
険
証
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
２
％
、
約
11
兆
円
の
大
軍
拡

を
め
ざ
す
軍
事
費
の
財
源
の
検
討

が
開
始
さ
れ
ま
す
▼
「
軍
事
対
軍

事
」
の
抑
止
論
は
前
世
紀
の
負
の

遺
産
。
国
連
で
発
効
し
た
核
兵
器

禁
止
条
約
に
も
逆
行
す
る
も
の
で

す
。
そ
れ
に
し
が
み
つ
い
て
「
戦

争
す
る
国
」
へ
の
道
を
進
む
自
民

党
に
対
し
て
「
戦
争
は
別
の
手
段

に
よ
る
政
治
の
継
続
」
と
い
う
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
格
言
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
悪
政
に
反
対
の
国
民

と
共
同
し
て
阻
止
す
る
た
め
に
憲

法
９
条
を
生
か
す
平
和
外
交
で
、

東
ア
ジ
ア
平
和
共
同
体
を
提
唱
す

る
日
本
共
産
党
が
、
来
年
の
統
一

地
方
選
で
躍
進
す
る
こ
と
で
す
。

９
月
27
日
、
岸
田
政
権
は
、

安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」

を
強
行
、
江
東
区
は
庁
舎
に
半

旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
決
算
委

員
会
総
務
費
の
質
疑
の
冒
頭
、

安
倍
元
首
相
の
政
治
を
礼
賛
す

る
「
国
葬
」
の
実
施
に
抗
議
す

る
と
表
明
。

「
国
葬
」
は
、
憲
法
14
条

「
法
の
下
の
平
等
」
、
憲
法
19

条
「
思
想
良
心
の
自
由
」
に
反

し
、
し
か
も
法
的
根
拠
は
な
く
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
行
っ
た
直
近

の
世
論
調
査
を
み
て
も
国
葬
反

対
が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
ま
し

た
。

共
産
党
区
議
団
が
山
﨑
区
長

に
対
し
申
し
入
れ
を
行
っ
た
際
、

区
長
は
「
国
か
ら
は
何
も
言
わ

れ
て
い
な
い
、
半
旗
掲
揚
や
黙

と
う
の
呼
び
か
け
は
行
う
つ
も

り
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
記
者
会
見
で
マ
ス

コ
ミ
に
問
わ
れ
た
際
に
も
区
長

は
「
弔
意
の
表
明
は
し
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
日
に

な
っ
て
方
針
を
変
え
、
庁
舎
に

半
旗
掲
揚
を
強
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
区
民
を
欺
く
も
の
で
絶

対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
葬
強
行
で
済
ん
だ
こ
と
に

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

ご
一
緒
に
、
民
主
主
義
を
守
る

声
を
上
げ
続
け
ま
し
ょ
う
！

「
国
葬
」
で
江
東
区
は
半
旗
掲
揚
を
強
行

区
民
を
欺
く
暴
挙
、
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん

江
東
市
民
連
合
５
周
年
の
つ
ど
い
と
第
６
回
総
会
が
10
月
22

日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

を
含
め
63
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

民
青
同
盟
地
区
委
が

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
開
催

10
月
２
日
、
収
賄
事
件
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
半
旗
掲
揚

な
ど
に
つ
い
て
江
東
市
民
連
合
に
よ
る
恒
例
の
宣
伝
が
カ
メ

ク
ロ
前
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

宇都宮健児氏と対談↑

する古今亭菊千代氏



開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
区

議
を
代
表
し
て
大
つ
き
か
お
り

区
議
が
挨
拶
。
山
﨑
区
長
の
10

年
間
で
人
口
は

44
万
人
か
ら

52
万
人
に
増
え
た
一
方
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
消
極
的
で
、
大
き
な
課
題

の
防
災
対
策
を
担
う
技
能
系
正

規
職
員
が
減
ら
さ
れ
、
様
々
な

民
間
委
託
で
経
費
削
減
し
た
こ

と
な
ど
で
た
め
込
ん
だ
区
の
貯

金
と
も
言
え
る
「
基
金
」
は
、

さ
ら
に
増
え
て
１
７
１
２
億
円

に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。

「
地
方
自
治
体
の
役
割
と
可
能

性
」
と
題
し
て
講
演
し
た
、
両

団
体
で
共
同
代
表
の
宇
都
宮
健

児
弁
護
士
は
「
地
方
自
治
は
民

主
主
義
の
学
校
」
で
あ
り
、
明

治
憲
法
と
違
っ
て
日
本
国
憲
法

で
は
「
地
方
自
治
」
の
章
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
「
地

方
自
治
の
戦
前
と
の
比
較
」
を

説
き
明
か
し
、
地
方
自
治
体
に

は
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
役
割

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
住
民

の
参
加
の
重
要
性
も
強
調
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
宇
都
宮
氏
は
、
都
道

府
県
議
会
の
議
員
定
数
２
千
５

９
８
人
の
う
ち
自
民
党
が
半
分

近
く
で
、
市
区
町
村
で
も
保
守

系
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
構

造
が
国
政
で
自
民
党
を
支
え
て

い
る
現
実
か
ら
、
区
民
が
主
人

公
と
な
っ
て
江
東
区
で
の
政
治

改
革
を
進
め
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

岡
田
光
司
江
東
市
民
連
合
事

務
局
長
は
、
山
﨑
区
政
は
「
住

民
福
祉
の
増
進
と
い
う
責
務
を

果
た
し
て
い
な
い
」
と
評
価
し

た
う
え
で
、
区
の
各
種
の
長
期

計
画
に
つ
い
て
の
総
点
検
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
区
政
改
革
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策
の
７
つ
の
柱

を
紹
介
し
て
、「
変
え
よ
う
江
東

区
」「
産
み
出
そ
う
、
新
し
い
区

長
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
来

年
４
月
23
日
投
票
の
区
長
選
へ

向
け
た
具
体
的
な
方
針
を
示
し

ま
し
た
。

「
市
民
型
選
挙
」
を
進
め
て
い

く
政
治
団
体
の
名
称
は
、「
区
民

に
よ
り
そ
う
江
東
区
長
を
誕
生

さ
せ
る
会
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら

消
費
税
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
が

導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
請
求
書
な

ど
に
「
税
務
署
長
か
ら
指
定
さ

れ
た
登
録
番
号
」
な
ど
を
記
載

し
た
も
の
で
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
が
で
き
な
い
免
税
事

業
者
と
の
取
引
で
は
、
消
費
税

の
税
額
計
算
の
際
、「
仕
入
税
額

控
除
」
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

結
果
と
し
て
消
費
税
の
納
税
額

が
増
加
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
収
１
０
０
０

万
円
以
下
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や

小
規
模
事
業
者
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
た
め
に
、
課
税

業
者
に
な
る
か
。
免
税
業
者
の

ま
ま
働
い
て
、
取
引
先
や
消
費

者
に
増
税
分
を
負
担
さ
せ
る
か
。

ま
た
は
値
引
き
を
の
む
か
。
は

た
ま
た
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
廃

業
す
る
か
…
地
獄
の
選
択
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は

消
費
税
創
設
以
来
の
大
激
震
で
、

事
業
者
免
税
点
制
度
の
実
質

廃
止
で
あ
り
、
中
小
や
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
死
活
問

題
で
す
。

35
年
前
の
売
上
税
法
案
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
事
業
者

か
ら
の
批
判
が
強
く
廃
案
に

な
り
ま
し
た
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
」
と
消
費
税
５
％
へ
の
減
税

を
実
現
さ
せ
よ
う
と
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。。
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改
訂 抄

蔵前通りの北の３・４丁目には、工場

と神社・寺院がたくさんあります。

３丁目には、食料品・衣服・繊維・皮

革の工場が区内で第一位、工場総数は３

００、そのほとんどが２、３人の小企業

です。４丁目にある金属工場も一位を占

めています。

創立が６６５年の香取神社は、江東区

で最古の神社といわれ、江戸時代の東都

古跡12社の一つ。「江戸名所図会」には

「香取大神宮」と描かれています。毎年

１月14日に道祖神祭がおこなわれました。
ど う そ じ ん さ い

境内には木遣音頭の碑がたっています。
き や り お ん ど

天慶年間（938～946年）に、平将門の乱
てんぎょう たいらのまさかど

で勝利祈願した藤原秀郷が、勝ったお礼
ひ で さと

に弓矢を奉納したことにちなんで、４月

３日に勝矢祭があります。また、100年
か つ や さ い

の歴史をもつ植木市の元祖として市がた

ちます。

亀戸は、亀戸天神を中心に発展してき

ました。門前の船橋屋は、船橋から来た

渡辺勘助が豆腐屋から1805(文化2)年に葛

餅を売りだして江戸の名所になりました。

裏手には大正末期から1958(昭和33)年ま

で、私娼街がありました。

光圀が名づけた「臥龍梅」や広重「亀
が り ょ うばい

戸梅屋敷」で有名な旧跡は今はなく、萩

寺（龍眼寺）には今でも萩を咲かせてい

ます。

亀戸の最北端に天祖神社があり、江戸

時代から毎年９月16日に流鏑馬行事をし
や ぶ さ め

ていました。福神橋近くの浅草通りに面

した51番地には、天祖神社の旧跡があっ

て、昔、海だったときには一つの島になっ

ていました。「江戸名所図会」に挿絵が

あり、大平塚、網干榎などといいます。
ぼ し え の き

伊藤左千夫の墓がある普門院（真言宗）

と歌川国貞と竿忠の墓がある光明寺が隣

り合わせになってあります。

４丁目には、北十間川ぎわに江戸六阿

弥陀巡礼第六番の常光寺と、水神森に水
す い じんも り

難・干ばつを避ける水神社が祭られてい

ます。

船
橋
屋

江
東
市
民
連
合
と
江
東
区
政
を
考
え
る
会
は
「
変
え
よ
う
江

東
区
―
区
政
の
改
革
を
め
ざ
す
つ
ど
い
」
を
10
月
６
日
、
江
東

区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
来
年
の
区
長
選
挙
（
４
月
23
日

投
票
）
に
候
補
者
を
擁
立
す
る
行
動
の
口
火
を
切
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
は
、
①
区
政
改
革
を
め
ざ
す
政
治
団
体
の
結
成
、

②
区
政
改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
基
本
的
な
政
策
の
柱
、
③
区
長
選

で
候
補
者
を
擁
立
、
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
立

憲
＝
甚
野
ゆ
ず
る
、
共
産
＝
大
つ
き
か
お
り
、
正
保
幹
雄
、
赤

羽
目
た
み
お
の
各
区
議
が
出
席
。
63
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

10
月
11
日
夜
、
江
東
民
商
婦
人
部
主
催
で
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
学
習
会
」
が
民
商
事
務
所
２
階
で
開
か
れ
ま

し
た
。
十
数
人
が
参
加
し
、
講
師
の
赤
羽
目
新
児
事
務

局
長
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
は
何
か
？
に
始
ま
り
、

そ
の
問
題
点
、
対
応
・
対
策
な
ど
説
明
。
質
疑
な
ど
出

し
合
い
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
問
題
点
を
深
め
あ
い
ま

し
た
。
10
月
24
日
に
２
回
目
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
14
時
～

「
つ
な
ご
う
憲
法
を
い
か
す

未
来
へ
」
大
集
会
（
国
会
正
門
前
）

（
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
）

☆

行
事
日
程

☆

○
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
13
時
～

◆
な
ん
で
も
相
談
会
＆

フ
ー
ド
バ
ン
ク

大
運
動
実
行
委
員
会
、
東
京
民
医
連

（
産
業
会
館
展
示
室
）

◆
合
唱
団
「
こ
の
灯
」
演
奏
会

13
時
30
分

（
会
費
２
千
円
／
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
ホ
ー
ル
）

○
11
月
５
日
（
土
）
10
時
30
分
～

◆
関
東
大
震
災

中
国
人
殉
難
者
追
悼
散
策

日
中
友
好
協
会
江
東
支
部

（
亀
戸
駅
北
口
集
合
）

○
11
月
８
日
（
火
）
18
時
30
分
～

◆
「
区
民
に
よ
り
そ
う
江
東
区
長
を

誕
生
さ
せ
る
会
」
結
成
集
会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
）

○
11
月
12
日
（
土
）
14
時
～

◆
「
歌
う
会
」

（
会
費
１
５
０
０
円
）

年
金
者
組
合
江
東
支
部

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
）

○
11
月
14
日
（
月
）
19
時
～

◆
税
金
学
習
会

江
東
民
商
青
年
部

（
江
東
民
主
商
工
会
事
務
所
２
階
）

○
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
13
時
30
分
～

◆
生
活
と
健
康
を
守
る
会
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
25
日
（
金
）
18
時
45
分
～

◆
「
怒
り
の
江
東
区
民
パ
レ
ー
ド
」

大
運
動
実
行
委
員
会

（
東
陽
公
園
）


